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ごあいさつ

自他共に認める良い会社へ
Good Harmony 
～人と人、人とクルマのグッドハーモニーを奏でる～

トヨタカローラ名古屋は、働く仲間と一丸となって、お客様や地域社会との調和を大切に
する、愛知県において唯一無二のモビリティライフ創造カンパニーであり続けます。人は、
一人よりも二人、二人よりも三人と、より多くの人たちが協力し合うことでより大きな力を
発揮します。私たちは、社員ひとり一人の得意分野や個性を活かしながら、仲間を認め
合い、支え合い、高め合うことにより、お互いを尊敬しあえるワンチームをつくり、「成長の
輪」を広げていきます。
モビリティビジネスにおいては、常にお客様視点を持ち合わせた、温かみのある、より良き
アイデアに満ちたサービスを提供することはもちろん、トヨタカローラ名古屋のお店と多くの
方々、地域社会が繋がりあう“共存共栄”の精神で「幸せの循環」を創り出します。

トヨタカローラ名古屋株式会社
代表取締役社長
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＊会社名 トヨタカローラ名古屋株式会社

＊本社 愛知県名古屋市中区松原一丁目６番２号

＊代表者 代表取締役社長 後藤善和

＊設立 １９６１年６月６日

＊売上高 ５４４億３千万円（２０２３年３月期実績）

＊従業員数 １０７６名（２０２３年３月末現在）

＊取引会社 トヨタ自動車株式会社 他

＊ＵＲＬ http://www.c-nagoya.co.jp/

＊店舗、事業所 愛知県内に計３８拠点（ 中古車、レクサス、VW含む）

＊対象範囲 全組織・全活動
＊環境管理責任者 黒沢毅一郎（管理本部長）
＊担当者連絡先 EA21事務局 安藤隆美 TEL:052-331-7174 Eメール:takami_ando@c-nagoya.co.jp

＊事業内容 取扱いトヨタ車の新車販売及び整備

レクサス車の新車、ＣＰＯ（認定中古車）販売及び整備

フォルクスワーゲン車の新車、ＤＷＡ（認定中古車）販売及び整備

中古車販売

損害保険・火災保険・生命保険の代理店業務

ＪＡＦ、ＴＳ3カード 、ＫＤＤＩ代理店業務等

その他上記に付帯する一切の業務。

＊主な出来事 1961年 パブリカ名古屋株式会社 創業

1965年 後藤本社株式会社設立（現：Ｇホールディングス株式会社）
1967年 カローラ販売開始
1969年 トヨタカローラ名古屋株式会社に社名変更
2005年 レクサス販売開始
2011年 創業50周年達成 、「エコアクション21」認証取得
2015年 新車販売累計 50万台達成
2019年 トヨタカローラ愛知（株）、ネッツトヨタ中部（株）がGホールディングスグループ傘下に入る
2022年 ４月ジェームスグリーンロード店を譲受、６月尾張旭井田店オープン

11月BP・サービスショップ・新車物流５拠点がグループ新会社GHサービスへ移譲

会社概要
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名古屋地区 １０店舗

西大須店 中村本陣店 みなと店
荒畑店 瑞穂山下通店 千種都通店
植田一本松店 日進竹の山店 緑徳重店 勝川店

尾張地区 ６店舗

古城店 豊山店 津島神守店
一宮牛野店 江南店 岩倉駅西店

三河地区 6店舗

豊田寿店 安城店 岡崎上地店
豊橋下地店 豊川店 豊橋飯村店

知多地区 ８店舗

豊明店 東海富木島店 大高店 大府店
東浦店 半田乙川店 常滑店 刈谷店中古車

U-Car一宮若竹 U-Car刈谷 U-Car日進竹の山
中古車卸センター

VOLKSWAGEN 

Volkswagen西大須
Volkswagen豊明（認定中古車センター併設）
Volkswagen半田

LEXUS

レクサス東海

物流・鈑金・車検センター
（2022.11 グループ内別会社へ再編成）

物流センター 岡崎ボディセンター
中川ボディセンター みなとサービスセンター
みよしサービスセンター

本社

店舗一覧
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次年度より対象店舗へ追加

ジェームスグリーンロード店 ジェームス守山吉根店
尾張旭井田店 ２４８上地店



環境経営方針

＜基本理念＞

トヨタカローラ名古屋は、自動車の販売・サービス等の事業活動を通じて、お客さまが安全・安心にお車をお使いいただき、より豊かで楽しいカーライフ実
現のために、優れた商品とサービスの提供に努めると共に、環境保全に努め、地球環境・地域社会の持続可能な発展に貢献する会社を目指します。

＜方 針＞

当社が果たすべき役割として、事業活動における環境負荷の低減に努めるとともに、環境対応型自動車の普及など、
環境保全に寄与する活動に努めます。
また、地域に根ざした会社を目指し、地域貢献活動・環境保全活動等にも積極的に参画し、社会貢献に努めます。

１．当社の事業活動が環境に与える影響を正しく認識し、環境目標を定めて従業員全員で継続的な環境改善に
取組みます。
①環境対応型自動車（低燃費車・低公害車等）の普及に努め、地球環境保全の一助となるべく取組みます。
②事業活動に伴う省エネルギーを推進し、ＣＯ２排出の削減に努めます。
③事業活動に伴う水資源の使用量の節水に努めます。
④資源を有効に利用するため、廃棄物の削減およびリサイクルの推進に努めます。
⑤自動車の整備等に使用する副資材に含まれている化学物質の適正管理に努めます。
⑥環境配慮物品を優先して調達し、グリーン購入の推進に努めます。

２．地域とのコミュニケーションを大切にし、地域貢献活動や環境保全活動を通じて、
地域の発展に寄与します。

３．環境に関する法律、条例、協定、および当社が決めた外部からの要求事項を遵守します。

トヨタカローラ名古屋株式会社
代表取締役社長

制定 平成23年 2月1日
改定 平成24年 6月8日5



最高責任者（社長）
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本社の各部長、ＧＬおよび店舗の店長、センター長、ＧＭが各々の環境責任者

環境管理責任者
（管理本部長）

ＥＡ２１事務局
ＣＳＲ事務局Ｐマーク

（コンプライアンス）

エコアクション
２１

CSR推進委員会

トヨタカローラ名古屋
ＣＳＲ組織図

千
種
都
通

瑞
穂
山
下
通

荒
畑

み
な
と

中
村
本
陣

西
大
須

勝
川

緑
徳
重

日
進
竹
の
山

植
田
一
本
松

岩
倉
駅
西

江
南

一
宮
牛
野

津
島
神
守

豊
山

古
城

大
府

大
高

東
海
富
木
島

豊
明

刈
谷

常
滑

半
田
乙
川

東
浦

豊
橋
飯
村

豊
川

豊
橋
下
地

岡
崎
上
地

安
城

豊
田
寿

中
古
車
卸
セ
ン
タ
ー

U
-
C
ar

日
進
竹
の
山

U
-
C
ar

刈
谷

U
-
C
ar

一
宮
若
竹

尾
張
旭
井
田
店

２
４
８
上
地
店

V
o
lksw

ag
e
n

半
田

V
o
lksw

ag
e
n

豊
明

V
o
lksw

ag
e
n

西
大
須

レ
ク
サ
ス
東
海

環境推進体制
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※赤字５拠点：22年11月 グループ内別会社へ再編成
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※青字４拠点：次年度より対象へ追加



役 割 責任および権限

最高責任者
（社長）

環境経営に関する統括責任
環境管理責任者を任命
環境経営システムの実施に必要な人材、設備、費用、時間、技能、技術者を準備
環境方針の策定・見直しと全従業員への周知
全体の評価と見直しの実施
環境活動レポートの承認

環境管理責任者
（管理本部長）

環境経営システムの構築、実施・管理
環境活動の取組結果を最高責任者へ報告
環境活動レポートの確認

ＥＡ２１事務局

環境責任者の補佐
環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
環境活動の実績集計
環境関連の苦情・要望の受付及び対応
環境活動レポートの作成、公開（事務局に備付けと地域事務局への送付）

ＣＳＲ推進委員会
ＥＡ２１事務局と連携し、環境活動を全社へ展開

ＣＳＲ事務局

環境内部監査委員 最高責任者又は環境管理責任者からの任命による監査担当

環境責任者

自部門における環境活動の責任者
自部門における環境経営システムの実施
自部門における環境方針の周知
自部門の従業員に対する教育訓練の実施
自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

環境推進者 環境責任者の補佐

全社員
環境方針の理解と環境取り組みの重要性への自覚
決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

役割と責任および権限
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環境経営計画

環境方針 取組項目 取組内容 時期 担当部署

１．事業活動に伴う省エネ
ルギーを推進し、CO2排出の
削減

①電力使用量の削減 スリープモード実施の徹底 通年 EA２１事務局

②電源周りの見直し
タコ足配線等の見直し ４～7月 EA２１事務局

コンセント制御機器導入検討 ４～7月 EA２１事務局

２．廃棄物の削減およびリ
サイクルの推進

①正しい分別方法の理解促進 正しい分別方法の案内をSaポータルにて発信 ６月 EA２１事務局

②店舗廃棄物置き場のセルフ
チェックの実施

各店舗の廃棄物置き場のセルフチェックを実施して
もらう

５～９月 EA２１事務局

③廃棄物回収業者の契約見直し 回収業者許可証の更新確認 ２月 EA２１事務局

３．事業活動に伴う水資源
の使用量の節水

①水量を調節
・シャワーヘッドの導入
・節水グッズ購入

３月 EA２１事務局

②水資源の再利用 花壇の水やりに雨水を使用 通年 EA２１事務局

４．自動車の整備等に使
用する副資材に含まれている
化学物質の適正管理

①化学物質の使用量の正確な把
握と管理

社内監査による管理状況の確認 通年 EA２１事務局

５．環境対応型自動車
（低燃費車・低公害車等）
の普及

①エコタイヤの販売促進
年間３回の「タイヤキャンペーン」時に販売促進の
実施（店長代行会議で説明・促進）

通年 EA２１事務局

６．事務用品のグリーン購
入率の維持

①環境対応商品の優先購入 環境ラベルのある商品購入の推進 通年 EA２１事務局

②消耗品のグリーン購入率の実態
把握

カウネットによる購入比率の集計 ３月 EA２１事務局

③消耗品のグリーン購入率の実態
展開

店舗への展開(Sa-portal等) ３月 EA２１事務局
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環境経営計画

環境方針 取組項目 取組内容 時期 担当部署

７．前回審査時の審査人
指摘事項及び代表者からの
指摘事項に対する是正

①EA21活動のさらなる活性化に
向けて、EA21活動１０年間の成
果に関するニュース発行を推奨しま
す。

CSRレポートでのEA21活動報告 １月 CSR事務局

9



2022年度 とりくみ内容 目標 実績 結果 コメント

１. CO2排出量の削減 ※
【売上高あたりのCO2排出量削減】
【CO2総排出量の削減】

売上高あたり
96.7kg-CO2／百万円

83.9kg・CO2/百万円 5拠点の移転に伴うエネルギー量の
減少が大きな要因になりました。ガソ
リン、軽油は通勤や業務で利用する
車両の燃費性能向上により使用量
減少につながったと思われます。

CO2総排出量
5,106,777Kg-CO2

4,569,155Kg-CO2

２ 廃棄物の削減
【廃棄物の再資源化率の維持】
【廃棄物排出量の削減】

リサイクル率
88％

84.2％ 引き続き廃棄物の分別に取り組んで
います。再資源化可能かどうかについ
ては、回収業者による部分も多いの
で、そこを細かく調整したいと思います。

廃棄物排出量
1,284,284Kg

1,356,203Kg

３. 水資源使用量の削減
【洗車1台当たりの水使用量削減】
【水資源総使用量の削減】

洗車１台あたり
0.0836㎥/台

0.0977㎥/台
店舗の自動洗車機の導入を進めて
います。手洗いに比べて水の使用量
を減らす効果が期待できます。
それ他にも節約できるところは削減に
努めていきます。

総使用量
30,427㎥

32,118㎥

４. 化学物質の適正管理
【年1回保管状況の社内監査実施】

実施 実施 今後も引き続き適正管理に努めます。

５．自らが生産・販売・提供する製品の
環境性能の向上及びサービスの改善

【エコタイヤ販売比率の増加】

エコタイヤ販売比率
49.7％

48.0％
お客様との環境コミュニケーションの一
環として活用できるよう社員教育を
進めていきます。

6. グリーン購入の推進
【グリーン商品の購入率の維持】

62.0％ 39.2％
エコ商品を選択しやすい環境づくりを
推進していきます。

※ 排出係数 0.388kg・CO2/kWh 「中部電力ミライズ（株）の2021年度排出係数（調整後）」を使用しております。
10

環境経営目標と実績

※ グループ内再編成の５拠点は2022年10月までの実績を集計



環境経営目標と実績

◎CO2排出量の内訳

エネルギー 使用量 CO２排出量 前年度CO２排出量

電力 ※ 3,526,243 kWh 1,368,182 Kg‐CO2
1,401,991 Kg‐CO2

ガソリン 1,234,457 L 2,863,937 Kg‐CO2
3,130,850 Kg‐CO2

軽油 100,891 L 260,299 Kg‐CO2
385,851 Kg‐CO2

灯油 3,405 L 8,479 Kg‐CO2
10,838 Kg‐CO2

都市ガス 24,512 m3 52,946 Kg‐CO2
25,315 Kg‐CO2

液化石油ガス（LPG） 5,104 Kg 15,312 Kg‐CO2
25,532 Kg‐CO2

CO2 総排出量 4,569,155 Kg‐CO2
5,056,992 Kg‐CO2

4,569,155 Kg‐CO2 ／ 54,429 百万円 ＝ 83.9 kg・ CO2/百万円

（CO2総排出量） （2022年度売上高） （売上高当たりCO2排出量）

（前年度比 9.6％減）
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※排出係数 0.388kg・CO2/kWh 「中部電力ミライズ（株）の2021年度排出係数（調整後）」を使用しております。

※ グループ内再編成の５拠点は2022年10月までの実績を集計



トヨタカローラ名古屋の取組み

二酸化炭素（ＣＯ２）排出量 削減に向けて

12

車種はHEVだけではなく、PHEVや
FCEV、BEV等幅広く取り扱っています！

環境活動のポイントは日頃の取り組みの積み重ね！

当社で販売する新車、中古車には環境にやさしいクルマが
多数ラインナップされています。また、クルマに使われるタイヤ、
エンジンオイル、バッテリーなども環境に配慮された商品を
取り扱っております。
街中を走る車を取り扱う会社として、お客様と一緒に環境へ
の取り組みを行ってまいります。

二酸化炭素排出量の削減に向けて、日頃から節電を意識した
取り組みを続けています。
照明や空調のスイッチには節電を呼びかけるステッカーを貼り、
適切な温度管理や不要な場所の消灯等を心がけています。
また、室内に温度計を設置することで、適正な温度の見える化を図り、
温度管理に役立てています。

トヨタカローラ名古屋
オリジナルキャラクター

カロニャ～ゴ



トヨタカローラ名古屋の取組み

水資源の有効利用の為に

13 節水を促す掲示物

事務所や工場でできること

水資源を大切にするため、節水を心がけています。
特に当社ではお客様からお預かりした車や
これからお客様にお届けする車の

洗車をする際に、多くの水を利用します。
少しでも使用量を減らせるように

流しっぱなしにしないなど、身近なことから
環境活動に取り組んでいます。

地域の河川や下水を汚さない為
オイル等が店外に流出しないよう

受け皿を用意したり、
敷地外での洗車等はしない等
対策を施しています。

その他に・・・

オイルの受け皿の一例

水回りでの節水の呼びかけ



トヨタカローラ名古屋の取組み

廃棄物削減への取り組み

廃棄物の適正な分別と
資源の有効活用に向けて

資源の有効活用のために、廃棄物の削減や適正な
分別に取り組んでいます。
また、整備工場等で発生する多数の金属・プラスチック製
品の廃棄物は、正しく分別を行い適正な処理業者にて
処理を委託しています。
一部の整備部品はリサイクル部品を活用しリサイクルの
推進に協力しています。
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正しい分別に関する案内の例

トヨタカローラ名古屋
オリジナルキャラクター

ワルニャ～ゴ

紙資源使用量の削減について

紙資源の使用量の削減の取り組みの
一環として、会議資料や給与明細などの
紙資料をデジタル化することへ取り組んで
います。
ペーパーレス化することにより、業務の
効率化にもつながっています。



トヨタカローラ名古屋の取組み

その他の取組みについて①

店舗環境活動計画書

店舗の緑化の取り組み

名古屋市の緑化のガイドラインに
則り、市内に拠点を構える店舗として、
緑化に取り組んでいるにゃ！

都市の緑化は、ヒートアイランド対策
等、快適な生活に欠かせない物にゃ！

15

緑化された店舗の様子

環境活動は全社での、一人一人の取り組みが
欠かせません。
そこで、毎年各拠点ごとに「店舗環境活動計画書」を
作成しています。
環境負荷実績を把握し、どのように環境活動に取り
組んで行くか目標を建てています。
そして、計画書は、社員一人一人が意識できるよう、
目につくところに掲示し、取組みに繋げていきます。



トヨタカローラ名古屋の取組み

その他の取組みについて②
ペットボトルキャップの

回収活動

ペットボトルのキャップを回収し、世界
の子供たちへのワクチン支援に変える
取り組みを当社でも実施しています。
2022年は、60,200個分のキャップ
を寄付致しました。
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本年度は、2022年5月1日～
2022年10月31日の期間で
毎年恒例となっているクールビズを
実施しました。
厳しい夏の暑さの中、熱中症予防を
心掛けつつ、地球温暖化防止および
省エネルギー対策の一環として
継続して取り組んでいます。

クールビズの実施

トヨタカローラ名古屋を含むGHグループ
では、愛知県で女子サッカーへ力を注ぐ
選手たちを応援しています。
その一環として、スポーツ振興の為に
グラウンド整備事業への寄付をおこないま
した。

また、その他にも献血活動や使用済み切手
の回収等、様々な社会貢献活動に取組ん
でいます。

その他の社会貢献活動



区分 法律・政令・省令・条例等の名称 主な要求事項・内容
該当の
有無

環境
基本

・環境基本全般
・循環型社会形成推進基本法

□公害防止、廃棄物への対応、リサイクル、行政への協力
□循環型社会形成への廃棄物抑制、再使用、リサイクル、適正処理と行政への協力

該当あり

廃棄物

・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

【愛知県】
・廃棄物の適正な処理の促進に関する条例
・県民の生活環境の保全等に関する条例

・各市町村条例

□産業廃棄物収集運搬、処分業者との委託契約、処理状況の確認
□マニュフェスト発行・管理・返送遅延時の届出
□マニュフェスト交付状況の報告
□掲示板による必要事項の表示
表示：60cm角以上、種類、氏名・連絡先

□処理委託業者の能力等の確認、適正処理の定期的な確認、
不正処理確認時の届出

□応急処置と事故時の報告
□廃棄物の発生抑制、適正処理、循環資源として再生品の使用、
施策の協力

□事業系一般廃棄物の許可業者に委託（許可証の確認）

該当あり

水質

・水質汚濁防止法

【愛知県】
・県民の生活環境の保全等に関する条例

・下水道法
・浄化槽法

□有害物質使用特定施設、有害物質貯蔵指定施設 (地下浸透) 
の届出(公共用水域に排水する特定施設と、下水道に排水する
特定施設も含む)

□排出基準に適合しない排出水を排出してはならない
□排出水または特定地下浸透水の汚染状態を定期測定し記録を
保管 (3年間保管)

□事故時の浸透防止応急措置、事故時の届出
□下水道へ基準に適合しない水質を排出してはならない
□除害施設の設置
□水質測定義務
□設置または変更時の届出

該当あり

大気

・自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の
特定地域における総量の削減等に関する特別措置法
（自動車Noｘ・PM法）

【愛知県】
・貨物自動車等の車種規制非適合車の使用抑制等
に関する要綱

□事業者の責務（自動車排出窒素酸化物等の排出抑制に努める）
□対策域内での使用及び所有の不可
□削減計画（対象自動車保有数30台以上）
□荷主等による車種規制非適合車の不使用のための措置等

該当あり

環境法規等要求事項と遵守状況
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区分 法律・政令・省令・条例等の名称 主な要求事項・内容
該当の
有無

騒音

・騒音規制法

【名古屋市】
・市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例
【愛知県】
・県民の生活環境保全等に関する条例

□規制基準の遵守
□騒音発生施設の設置の届出

該当あり

振動

・振動規制法

【名古屋市】
・市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例
【愛知県】
・県民の生活環境保全等に関する条例

□規制基準の遵守
□振動発生施設の設置の届出

該当あり

危険物

・消防法

【名古屋市 豊田市 他】
・火災予防条例

□防火管理者の選任・届出と、消防計画作成
□危険物等の貯蔵等の基準
□消防訓練の届出
□少量危険物等の届出

該当あり

エネルギー

・エネルギーの使用の合理化に関する法律
・地球温暖化対策の推進に関する法律

【愛知県】
・県民の生活環境保全等に関する条例
【名古屋市】
・市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例

□エネルギー使用者の努力
□特定事業者の指定
□特定事業者 各届出書の提出、報告
□第２種ｴﾈﾙｷﾞｰ管理指定工場の指定
□建築物の建築をしようとするもの等の努力
□第１種特定建築物の届出
□第2種特定建築物の届出
□特定排出者または特定事業所排出者の指定
□温室効果ガス算定排出量の報告
□地球温暖化対策計画書及び実施状況書の作成と提出
□地球温暖化対策計画書の作成と届出及び公表

該当なし
（努力義務

あり）

環境法規等要求事項と遵守状況
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区分 法律・政令・省令・条例等の名称 主な要求事項・内容
該当の
有無

化学物質

・労働安全衛生法
・有機溶剤中毒予防規則
・特定化学物質の環境への排出量の把握等
及び管理の改善の促進に関する法律

【愛知県】
・県民の生活環境保全等に関する条例

□化学物質の掲示・備付け及び周知
□化学物質のリスクアセスメントの実施
□化学物質等の有害性等の調査及び健康障害防止措置
SDS（Safety Data Sheet）の入手

□有機溶剤作業主任者の選任
□取扱いの掲示及び有機溶剤区分表示
□排出量の把握
□第１種指定化学物質の移動量、排出量把握・届出
□第１種指定化学物質の取扱量把握･届出
□特定化学物質管理書の作成による適正管理と管理書の届出
□有害物ばく露作業報告

該当あり

再資源化

・使用済自動車の再資源化等に関する法律
・資源の有効な利用の促進に関する法律
・特定家庭用機器再商品化法
（家電リサイクル法）

・使用済小型電子機器等の再資源化の促進に
関する法律

・国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
（グリーン購入法）

□自動車の所有者の責務
□自動車の廃棄・使用済自動車の引渡義務
□引取業者の引取義務
□長期使用と再生資源利用促進への協力
□長期間使用による排出抑制、適切な引渡しと処理料金の支払い
□再資源化を適正に実施し得る者に引き渡す
□できる限り環境物品等を選択するよう努めるものとする

該当あり

オゾン層
その他

・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律
・工業用水法

【愛知県】
・県民の生活環境の保全等に関する条例
【名古屋市】
・市民の健康と安全を確保する環境の保全に関する条例

□第1種特定製品（業務用エアコン、冷蔵庫等）の機器の設置・点検及び廃棄時等のフロ
ン類の回収
□引取証明書による回収・破壊の工程の確認
□自動車の駐停車時、構成員・準構成員へ原動機を停止する
よう指導

□駐車場設置者の周知義務
□指定地域での井戸設置の届出と許可

該当あり

その他要求事
項

【業界・取引先】
・トヨタ自動車販売店協会
・トヨタ販売店環境ガイドライン
・第5次トヨタ環境取り組みプラン

□トヨタ販売店CSR(環境)ガイドラインの徹底等による環境
取組みの推進と強化

□第三者認証の環境マネジメントシステムの取得
該当あり

環境法規等要求事項と遵守状況
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環境経営者による評価と見直し

今年度はグループの再編があり、拠点数の増減があった。特に鈑金工場などエネルギー使用
量の多い拠点であったので、当初の目標値では比較が難しいと思われる。次年度以降の目
標値はそれらを考慮し、活動の結果がより正確に把握できるようにしてもらいたい。
SDGｓの取り組みもいよいよ実行段階に入ろうとしてる。その中でも環境に関わる活動のほと
んどがエコアクション２１の活動と重複する部分は多い。両プログラムが上手く連携を取って進
めてもらいたい。
当社のVISON「自他共に認める良い会社へ、Good Harmony」実現に向け、環境活動を
通じて多くの方々、地域社会との繋がりができるよう取り組んでもらいたい。
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＜環境関連法規への違反、訴訟等の有無＞

当社は、自社の遵守状況評価で問題が無いことを確認しました。
なお、環境関連法規への違反はありませんでした。
関係当局より違反等の指摘も過去３年間ありませんでした。

環境法規等要求事項と遵守状況
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EA21ガイドライン
要求事項

ＥＡ２１活動指針 取組項目 中期の環境目標（2025年度まで）

二酸化炭素排出量の削減
事業活動に伴う省エネルギーを推進し、
ＣＯ２排出の削減に努めます。

・売上高当たりの二酸化炭素排出量の削減
（電気、ガソリン、軽油、灯油、ガス使用量の削
減）

【全社】
売上高あたりのＣＯ２排出量比率 ※
基準年から５％削減（年１％毎の削減）
※売上高は2019年度が維持されると想定
ＣＯ２総排出量 基準年から５％削減

【店舗】
売上高あたり電気・ガソリン・軽油・
灯油・ガスの使用量
基準年から５％削減（年１％毎の削減）

廃棄物排出量の削減
資源を有効に利用するため、廃棄物の削減
およびリサイクルの推進に努めます。

・廃棄物の再資源化率 (リサイクル率)の維持
・廃棄物排出量の削減

【全社、店舗別】
廃棄物の再資源化率（リサイクル率）
基準年の再資源化率の維持
廃棄物排出量、基準年から５％削減
（年１％毎の削減）

水使用量の削減
事業活動に伴う水資源の使用量の節水に
努めます。

・生活水使用量の削減
・洗車1台当たりの水使用量の削減

【全社】
洗車（新車販売、U-Car在庫・販売、
ｻｰﾋﾞｽ入庫（含むBC)、物流配送台数）
１台当たりの水使用量
基準年から５％削減（年１％毎の削減）
※入庫台数は2019年度実績が維持されると想定

化学物質の使用量の削減
自動車の整備等に使用する副資材に含ま
れている化学物質の適正管理に努めます。

・化学物質の取扱量把握と適正量の保管
【店舗別】
年１回保管状況の社内監査

自らが生産・販売・提供する
製品の環境性能の向上及び
サービスの改善

環境対応型自動車（低燃費車・低公害
車等）の普及に努め、地球環境保全の一
助となるべく取組みます。

・エコタイヤ販売比率の増加

【全社】
タイヤ総販売本数に対するエコタイヤ
の販売比率、基準年から５％増
※総販売本数は2019年度実績が維持されると想定

グリーン購入の推進
環境配慮物品を優先して調達し、グリーン
購入の推進に努めます。

・事務用品のグリーン購入率の維持
【全社】
事務用品におけるグリーン商品の購入率
基準年の購入率の維持（2023年度より見直し）

第３期中期計画 （2021年度～2025年度）
2021年度からの５年間を「第３期」として活動しています。

第1期：2010年度～2015年度
第2期：2016年度～2020年度
第3期：2021年度～2025年度
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2025年度までの取り組み項目 基準年度（2019） 実績 2023年度 目標

・売上高当たりの二酸化炭素排出量の削減
（電気、ガソリン、軽油、灯油、ガス使用量の削減） ※

【全社】売上高あたり
92.1kg-CO2／百万円

（CO2総排出量 4,868,949Kg-CO2）

【全社】売上高あたり
89.4kg-CO2／百万円

（CO2総排出量 4,722,881Kg-CO2）

・廃棄物の再資源化率 (リサイクル率)の維持
・廃棄物排出量の削減

リサイクル率 88.2％
（廃棄物排出量 1,297,257Kg)

リサイクル率 88％
（廃棄物排出量 1,258,339Kg)

・生活水使用量の削減
・洗車1台当たりの水使用量の削減

洗車１台当たり水使用量
0.0853ｍ3/台

（水使用量 31,048ｍ3）

洗車１台当たり水使用量
0.0828ｍ3/台

（水使用量 30,117ｍ3）

・化学物質の取扱量把握と適正量の保管 実施 実施

・エコタイヤ販売比率の増加
エコタイヤ販売比率

47.7％
エコタイヤ販売比率

50.7％

・事務用品のグリーン購入率の維持 ※
グリーン商品購入率

61.4％
グリーン商品購入率

39％

＜２０２３年度 環境目標＞次年度のとりくみ
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※排出係数 0.388kg・CO2/kWh 「中部電力ミライズ（株）の2021年度排出係数（調整後）」を使用しております。

※グリーン商品購入方法の変更により目標値を見直ししました。

※グループ再編による拠点数の変更をふまえ、基準値および目標値を見直ししました。
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